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公 民

１ 学習指導と評価の工夫・改善

公民科では、課題を設定し追究する学習を重視し、各科目においてそれぞれの特質に応

じた諸課題を選択的に取り上げて考察させ、社会的事象に対する客観的で公正な見方や考

え方を深めさせるとともに、現代の社会の諸課題と人間としての在り方生き方について主

体的に考える力を一層養うことが求められている。

そのため、学習指導を進める際には、基礎的・基本的な内容に厳選し、教師が生徒一人

一人の興味・関心、理解の状況等に応じて、きめ細かな指導を行うことが必要である。ま

た、様々なメディアを通して情報を適切に収集、選択、処理し、有効に活用するなど、情

報を主体的に活用する学習活動を重視するとともに、作業的、体験的な学習活動を取り入

れることが大切である。

学習の評価においては、生徒一人一人のよい点や学習の到達の状況などを適切に把握す

るため、観点別学習状況の評価における４つの観点を基本として、目標に準拠した評価を

一層重視することが大切である。また、計画、実践、評価という一連の活動を繰り返しな

がら、後の指導を改善し、さらに新しい指導の成果を再度評価するという、指導と評価の

一体化を進めることが必要である。

２ 評価方法の改善・充実

(1) 評価計画の作成

ア 作成上の留意点

○ 学習指導要領に示す教科の目標や内容から、年間の指導計画を作成し、それに基

づいて「内容のまとまり（中項目）ごと」の指導と評価の計画を作成する。

○ 年間を通して「関心・意欲・態度」、「思考・判断」、「資料活用の技能・表現」、「知

識・理解」の評価の４観点のバランスがとれるように配慮する。

○ １時間毎の授業において、多くの観点を設定するのではなく、内容に応じていく

つかの観点を設定して評価する。

○ 学習指導要領解説並びに国立教育政策研究所が作成した「評価規準の作成、評価

方法の工夫改善のための参考資料（高等学校）」を活用して、具体的な学習内容に即

して「内容のまとまりごと」に「学習活動における具体の評価規準」を作成する。

○ 評価規準の

作成に当たっ

ては、「～させ

る。」というね

ら い か ら

「 ～ し て い

る。」というように生徒が学習の結果として身に付けている具体的な状況を示してい

るようにする。この評価規準に達していると判断された場合は、「おおむね満足でき

ると判断される」状況（Ｂ）と評価する。

～目標に準拠した評価の条件～

① 学習指導のねらいが明確になっていること（ねらいの設定）

② 学習指導のねらいが実現されたというのはどのような状態になっている

かが具体的に想定されていること（評価規準の設定）

③ 学習指導のねらいが実現されたかどうかを評価する方法、手段が事前に

準備されていること（評価方法・手段の準備）
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イ 各教科の評価計画表の例

科目名 現代社会 大項目 (1)現代に生きる私たちの課題 中項目

目 標 現代社会の諸問題について自己とのかかわりに着目して課題を設け、倫理、社会、文化、政治、経済など様々
な観点から追究する学習を通して、現代社会に関心を高め、いかに生きるかを主体的に考えることの大切
さを自覚させる。

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断 資料活用の技能・表現 知識・理解

内容のまと 現代社会の諸問題に対 現代社会の諸問題につ 現代社会の諸問題に関する諸 現代社会の諸問題の現
まりごとの する関心を高め、課題を いて自己とのかかわりに 資料を様々なメディアを通して 状や問題点、本質及び学
評価規準 意欲的に追究し、いかに 着目して課題を見いだ 収集し、学習に役立つ情報を主 び方について理解し、そ

大項目 生きるかを主体的に考え し、多面的・多角的に考 体的に選択して活用し、学び方 の知識を身に付けてい（ ）
ることの大切さを自覚し 察し、いかに生きるかに の技能を身に付けるとともに、 る。
ている。 ついて社会の変化や様々 追究し考察した過程や結果を様

な立場、考え方を踏まえ 々な方法で適切に表現してい
公正に判断している。 る。

評価規準の ・現代社会の諸問題に対 ・現代社会の諸問題につ ・現代社会の諸問題に関する諸 ・現代社会の諸問題につ
具体例 する関心が高まってい いて自己とのかかわり 資料を様々なメディアを通し いて理解し、その知識
（大項目） る。 に着目して課題を見い て収集している。 を身に付けている。

・現代社会の諸問題につ だしている。 ・収集した資料の中から現代社 ・現代社会の諸問題を追
いて自己とのかかわり ・現代社会の諸問題につ 会の諸問題について設定した 究する観点として、倫

、 、 、 、に着目して設定した課 いて多面的・多角的に 課題を追究する学習に役立つ 理 社会 文化 政治
題を意欲的に追究して 考察している。 情報を主体的に選択して活用 経済など様々な観点が
いる。 ・現代社会の諸問題に対 している。 あることを理解し、そ

・現代社会の諸問題につ する国際的な取組や協 ・課題の設定の仕方、統計や資 の知識を身に付けてい
いて自己の在り方生き 力、自らの生活の在り 料の見方、情報の検索や処理 る。
方と関連させながら考 方について社会の変化 の仕方、簡単な社会調査の方
えようとしている。 や様々な立場や考え方 法を身に付けている。

を踏まえ公正に判断し ・現代社会の諸問題について設
ている。 定した課題を追究し考察した

過程や結果をレポートや報告
書にまとめたり、発表などを
行ったりして表現している。

大 評価の観点
項 指導段階 学習活動 学習活動における具体の評価規準 評価方法
目 関 思 技 知

ガイダ ・教師の実例の紹介を聞き、感 ◎ 教師の実例の紹介を聞き、感想や関心を ワークシート
ンスと 想や関心をもったことや評価 もったことや、その理由を記入している。

。モデリ 等をワークシートに記入する
ング
（２～ ・教科書や資料集等を参考にし ◎ 興味・関心をもった事項について、教科 ワークシート
３時間 て興味・関心をもった事項に 書や資料集等を参考にして理解したことを）

現 ついて列挙し、ワークシート 記入している。
に記入する。

代
課題設 ・教師の助言を聞き、課題を設 ◎ 自己とのかかわりにおいて主体的に追究 ワークシート

に 定（１ 定するとともに 選んだ理由 できるような課題を設定するとともに、設、 、 ※1
時間） 課題追究学習の計画等につい 定に至る過程や課題追究学習の計画等につ

生 てワークシートに記入する。 いて、適切に記入している。

き 課題追 ・課題にかかわり、どのような ◎ 収集した諸資料の中から課題と適切に結 ワークシート
究学習 資料をどのように収集し、ど びついた資料を選び出し、その活用方法を

る （ ３ 時 のように活用するかについて 記入している。
間） ワークシートにまとめる。

私
・生徒個々が課題追究を実施 ◎ 課題追究に役立つ資料を多面的・多角的 レポート・報

た し、レポートや報告書にまと に考察して、作成している。 告書
め、発表準備をする。

ち ◎ 資料を活用し 倫理 社会 文化 政治 レポート・報、 、 、 、 、
経済など様々な観点から課題のもつ背景や 告書

の 問題点について理解したことを記入してい
る。

課
◎ 課題を追究し、考察した過程や結果を、 レポート・報

題 自分なりの工夫をして分かりやすくまとめ 告書
ている。

発表 ４ ・課題追究学習についての発表 ◎ 興味・関心をもって、意欲的に他の生徒の 観察（
～５時 を通じ、他の生徒とともに自 発表内容を聞いている。
間） 分の発表についての評価や感

想をワークシートに記入す ◎ 他の生徒の発表内容を参考にしながら、自分 ワークシート
る。 の課題について理解したことを記入している。

◎ 自己評価を記入しているとともに、発表に当た ワークシート
って、工夫した内容を記入している。※1

課題の望ましい解決の在り方について、 ワークシート
◎ 他の生徒の発表を参考にして、最終的に判

断した内容を記入している。

まとめ ・自分の課題追究学習について 自分の課題追究学習についての反省や、 ワークシート
（１時 の反省や今後の課題等につい ◎ 今後、取り組んでみたいと考える課題とそ
間） てワークシートに記入する。 の理由について記入している。

※１については 「Ｈ１６公 ６」の「(ｲ)ワークシートによる評価方法」を参照、
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科目名 倫 理 大項目 (2) 現代と倫理 中項目 現代の諸課題と倫理

目 標 現代に生きる人間の倫理的な課題について思索を深めさせ、自己の生き方の確立を促すとともに、よりよい
国家・社会を形成し、国際社会に主体的に貢献しようとする人間としての在り方生き方について自覚を深めさ
せる。

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断 資料活用の技能・表現 知識・理解

内容のまとま 現代に生きる人間が直 現代に生きる人間が直 現代に生きる人間が直面 現代に生きる人間が直
りごとの評価 面する諸課題に対する関 面する諸課題について、 する諸課題に関する諸資料 面する諸課題について、
規準 大項目 心を高め、倫理的視点か 多面的・多角的に考察 を収集・活用し、先哲など 自己の生き方とつなげて（ ）

ら意欲的に追究し、他者 し、倫理的な見方や考え の考え方や生き方を自らの 理解し、人格の形成に生
と共に生きる自己の生き 方を身に付け、他者と共 思索を深めるために活用す かす知識として身に付け
方について考えようとし に生きる自己の生き方に るとともに、追究し考察し ている。
ている。 どうかかわるかを広い視 た過程や結果を様々な方法

野に立って主体的かつ公 で適切に表現している。
正に判断している。

評価規準の具 ・現代に生きる人間が直 ・現代に生きる人間が直 ・収集した資料の中から、 ・ 人間の尊厳と生命へ「
体例 中項目 面する諸課題に対して 面する諸課題を、他者 他者と共に生きる自己の の畏敬」について、人（ ）

倫理的視点から関心が と共に生きる自己の生 生き方にかかわる課題を 間の存在や人間の力を
高まっている。 き方にかかわる課題と 探究する学習に役立つ情 超えたものの観点か

・現代に生きる人間が直 して 見いだしている 報を主体的かつ適切に選 ら、人間の尊厳の根拠、 。
面する諸課題を倫理的 ・現代に生きる人間が直 択して活用している。 や生命の深遠さを理解
な見方や考え方から意 面する諸課題につい ・現代に生きる人間が直面 し、人格の形成に生か
欲的に追究している。 て、倫理的な見方や考 する諸課題を、倫理的視 す知識として身に付け

・現代に生きる人間が直 え方から多面的・多角 点から追究し考察した過 ている。
面する諸課題につい 的に考察している。 程や結果をノートなどに
て、他者と共に生きる ・他者と共に生きる自己 まとめたり、発表や討論
自己の生き方にかかわ の生き方について探究 などを行ったりしてい
る課題として主体的に し、主体的かつ公正に る。
考えようとしている。 判断している。

中 評価の観点
項 指導段階 学習活動 学習活動における具体の評価規準 評価方法
目 関 思 技 知

ガイダンス ・課題追究学習のねらいや学習 ◎ 「死」のとらえ方に対する、立場に ワークシート
（１時間） の進め方について理解する。 よる相違や、既習事項との関連 「死」、

・ 死」について取り上げた新 と自己とのかかわりについての考察を「
聞記事をクラス全体で読み、 通して、現代に生きる人間の死にかか
それについての感想を数人の わる諸課題に対する関心が高まってい
生徒が発表する。 る。

・ 死」に関する既習事項の整「
、 「 」 、理と 自分の 死 について

①自分自身は、②身近なもの
現 は、③第三者は、それぞれど

のようなとらえ方をするかを
代 ワークシートにまとめる。

の グループで ・前時の学習を踏まえ、現代社 ◎ グループ内で選んだテーマについて ワークシート、
の課題追究 会における人間の「死」にか それぞれのテーマが抱える課題について

、 。諸 と討議 かわる諸問題の中から各グル 整理し 追究学習の計画をたてている
（４時間） ープで追究学習するテーマを

課 ２～３つ選び、そのテーマを
選んだ理由と課題について追

題 究の計画をワークシートにま
とめる。

と
・設定した課題をそれぞれの担 ◎ 設定した課題にかかわる適切な資料 報告書

倫 当者は、課題にかかわる資料 を収集し、それらの課題についてわか
を収集し報告書にまとめる。 りやすくまとめている。

理
・グループ討議の後、全体での ◎ 自己の生き方とつなげて理解し、人 ワークシート

発表方法を決め、発表のため 格の形成に生かす知識として身に付け
の配布資料や提示資料を準備 ている。
する。

発表 ・他のグループの発表内容を記 ◎ 他のグループの発表について公正に ワークシート
（１時間） 録し、自分のグループのまと 評価を行うとともに、自分のグループ

めとの違いや感想やさらに調 の発表に対しても適切に自己評価をし
べてみたいことをワークシー ている。
トにまとめる。

◎ 生命倫理に関して、さらに調べてみ
たいことを記入している。

・ペーパーテストの実施（学習 ◎ 授業で取り上げていない題材をもと ペーパーテス
内容に沿って作成した定期テ にした設問において、課題追究学習の ト※2
スト） 成果を踏まえて、多角的・多面的に考

察している。

◎ 授業で取り上げた内容を理解し、そ
の知識を身に付けている。

※２については 「Ｈ１６公 ７」の「(ｳ)テストによる評価方法」を参照、
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科目名 政治・経済 大項目 (3)現代社会の諸課題 中項目 国際社会の政治や経済の諸課題

単元目標 政治や経済に関する基本的な理解を踏まえ、現代の政治や経済の諸課題を追究する学習を行い、望ましい解
決の在り方について考察させる。

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断 資料活用の技能・表現 知識・理解

内容のまとま 国際社会の諸課題に対 国際社会の諸課題を多 国際社会の諸課題に関す 国際社会における日本の
りごとの評価 する関心を高め、課題を 面的・多角的に考察し、 る諸資料を様々なメディア 立場と役割など、国際社会
規準 大項目 意欲的に追究し、望まし 望ましい解決の在り方に を通して収集し、学習に役 の政治や経済の諸課題に関（ ）

い解決の在り方を客観的 ついて社会の変化や様々 立つ情報を主体的に選択し する基本的な事柄について
に考えようとしている。 な立場、考え方を踏まえ て活用するとともに望まし 理解し、その知識を身に付

公正に判断している。 い解決の在り方を追究し考 けている。
察した過程や結果を様々な

。方法で適切に表現している

評価規準の具 ・現代における国際社会 ・現代における国際社会 ・現代における国際社会の ・近年国際社会における日
体例 中項目 の諸課題から選択して の諸課題から選択して 諸課題から選択して取り 本の経済的比重の高まり（ ）

取り上げた課題に対す 取り上げた課題を政治 上げた課題に関する諸資 とともに、日本の果たす
る関心が高まってい や経済と関連させなが 料を様々なメディアを通 べき政治的、経済的立場
る。 ら多面的・多角的に考 して収集している。 と役割は重くなり、海外

・選択した課題について 察している。 ・収集した資料の中から、 からの期待も大きくなっ
望ましい解決の在り方 ・選択した課題について 課題を追究し望ましい解 ていることを理解し、そ
を客観的に考えようと 対照的な考え方を対比 決の在り方を考える学習 の知識を身に付けてい
している。 させながら公正に判断 に役立つ情報を主体的に る。

している。 選択して活用している。

中 評価の観点
項 指導段階 学習活動 学習活動における具体の評価規準 評価方法
目 関 思 技 知

ガイダンス ・ワークシートを使用して既習 ◎ 新しい視点で既習事項を見つめ直したことを ワークシ
（２時間） 事項を整理し、新しい視点で ワークシートに記入している。 ート

考察する。

・ODA事業によるダム建設のビデ ◎ ODAについて調べてみたいことと、その理由 ワークシ
オを視聴し、ODAについて調べ をワークシートに記入している。 ート※3
てみたいことと、その理由を
ワークシートに記入する。

国
調べ学習と ・ODAの諸課題について前時に考 ◎ ODAの諸課題についての見方や考え方が深化 ワークシ

際 中間発表会 えた内容と比較して、ワーク ・発展した内容をワークシートに記入してい ート
（４時間） シートに記入する。 る。

社
・グループ毎にロールプレイン 追究の様子やグループでの話し合いにおいて 観察

会 グに必要な資料の収集や選定 ◎ 課題を主体的に追究している。
※4について話し合いを行う。

の
・中間報告会を実施し、収集し ◎ 様々な資料をメディアを通して収集し、そ ワークシ

政 た資料の一覧表を提出させ の収集方法と入手先についての一覧表を作っ ート
る。 ている。

治
ロールプレ ・他のグループの主張を記録し ◎ どのような資料を収集、選定し、どのように 観察、

と イング 自分のグループの主張との違 考察し、どのような根拠で結論を得たのか発
（２時間） いや疑問点をワークシートに 表している。

経 記入する。
◎ 発言の仕方や内容が適切になされている。 観察

済
◎ ちがう考えをもつ他者についても公正に評 自己

の 価している。 評価

諸 ・どのグループの主張が最も説 ◎ ODAの諸課題について自分と他人の意見の差 ワークシ
得力があったかを他者評価カ 異を多角的な観点から考察し、ワークシート ート

課 ードに記入する。 に記入している。

題 反省会 ・ODAの在り方や課題について ◎ 国際社会における日本の立場と役割について ワークシ
（１時間） 新たに考えたことをワークシ 様々な考え方を踏まえ、最終的に判断した内 ート※5

ートに記入させ、それをもと 容をワークシートに記入している。
に発表する。

まとめ ・国際社会における日本の立場 国際社会における日本の立場と役割につい ワークシ
（１時間） と役割について今後の取り組 て今後の取り組んでみたいと考える課題とそ ート

。んでみたいと考える課題とそ ◎ の理由についてワークシートに記入している
の理由についてワークシート
に記入する。

・ペーパーテストの実施（学習 授業で取り上げた内容を理解し、その知識 ペーパー
内容に沿って作成した定期テ ◎ を身に付けている。 テスト
スト）

※３と※５については 「Ｈ１６公 ５」の「(ｱ)【関心・意欲・態度】について」と「 ｲ 【思考・判断】について」の、 （ ）
それぞれを参照

※４については 「Ｈ１６公 ５」の「 ｱ）観察による評価方法」を参照、 （
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(2)観点別評価の進め方

ア 考え方

(ｱ) 【関心・意欲・態度】について〔政治・経済の評価計画表※３の事例〕

評価規準の「ＯＤＡについて調べてみたいことと、その理由をワークシートに記入

している。」は、ＯＤＡについて関心のあることや課題として調べてみたい理由と

して、ここでの学習の成果をさらに発展させた内容を記入している場合を、「十分満

足できると判断される」状況（Ａ）と評価する。

また、「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価された生徒への指導の手だ

てとしては、ＯＤＡについて、生徒にかかわりのある事柄や身近で具体的な事柄を

取り上げて関心を喚起し、ワークシートに記入させる。

(ｲ) 【思考・判断】について 〔政治・経済の評価計画表※５の事例〕

評価規準の「国際社会における日本の立場と役割について様々な考え方を踏まえ、

最終的に判断した内容をワークシートに記入している。」は、国際社会における日本

の立場と役割について、他の生徒の発表や議論の内容を吟味するとともに、自分の

考えを再検討し、公正な判断をした内容を記入している場合を、「十分満足できると

判断される」状況（Ａ）と評価する。

また、「努力を要すると判断される状況」（Ｃ）と評価された生徒への指導の手だ

てとしては、公正に判断するために参考になった考え方、議論の内容をいくつか上

げさせ、ワークシートにまとめさせる。

イ 評価方法の具体例

(ｱ) 観察による評価方法〔政治・経済の評価計画表※４の事例〕

〔具体の評価規準及び評価の観点〕

「追究の様子やグループでの話し合いに

おいて課題を主体的に追究している。」【関

心・意欲・態度】

〔評価方法〕

追究の様子やグループ討議の観察

〔留意事項〕

追究の様子やグループでの話し合いなど

から新たな課題を見いだし、さらに調査や

作業の範囲を広げながら追究している場合

を、「十分満足できると判断される」状況

（Ａ）と評価する。

「努力を要すると判断される状況」（Ｃ）

と評価された生徒への指導の手だてとして

は、机間巡視や中間報告会後の助言の機会を

利用し、課題について疑問に思ったことがな

い か な ど を 問 い か け て 焦 点 化 し た り 、

問題解決の見通しをもたせるようにする。

友
人
と
協
力
し
て
調
査
し
て
い

○

る
。

◎

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し

○

○

○

て
粘
り
強
く
調
べ
て
い
る
。

図
書
館
な
ど
を
積
極
的
に
利
用

◎

し
て
調
べ
よ
う
と
し
て
い
る

○

○

チ

ェ
ッ
ク
項
目

生
徒
Ａ

生
徒
Ｂ

生
徒
Ｃ

観察により主体的に追究していると判断
された生徒には○を記入する。 また、十分
満足できると判断された場合は◎を記入す
る。

チェックリスト表

生
徒
の
具
体
的
行
動
を
表
す
言
葉
に
す
る
。
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調べ学習の場面では、具体的な行動や発言を事前に想定し、チェックリスト表

を作成しておくことで、的確な評価をすることができる。

(ｲ) ワークシートによる評価方法〔現代社会の評価計画表※１の事例〕

〔具体の評価規準及び評価の観点〕

「自己とのかかわりにおいて主体的に追究できるような課題を設定するととも

に、設定に至る過程や課題追究学習の計画等について、適切に記入している。」【思

考・判断】

「自己評価を記入しているとともに、発表に当たって、工夫した内容を記入し

ている 」【資料活用の技能・表現】。

〔評価方法〕

ワークシートの記述の点検・分析

〔評価の実際〕

課題や課題

を追究したい

理由と課題追

究学習の計画

等の内容が適

切 な も の に

なっているか

分析する。

自己評価に

ついては、①

～③の項目へ

の記入がなさ

れ て い る こ

と、さらに、

④の記述内容

から、自分な

りの工夫をし

て分かりやすく説明しているかを分析する。

〔留意事項〕

課題として設定した内容と課題を追究したい理由や課題追究学習の計画が関

連付けられている場合を、「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価する。

「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価された生徒への手だてとしては、

様々な観点から、設定した課題について考えられることなど、具体的な助言を行

い、どのような関心から課題を設け、何がわかったのか、何が自己の課題とのつ

ながりなのかを再度考察させワークシートにまとめさせる。

自己評価については、①～③に記入しており、かつ、④について、工夫した内

容を具体的に記入している場合を、「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と

評価する。「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価された生徒への手だて

としては、どのような資料を用い、どのような方法で追究し、何を考え、自分は

どのような結論を出したのかなど、発表内容の要点を確認させるとともに、発表

原稿の作成について助言し、次の機会に生かせるようにする。

ワークシート

現代社会「現代に生きる私たちの課題」－ 課題追究学習－
年 組 番 氏名

○課題として設定した内容と設定理由を記入しよう
課題として設定した内容 課 題 を 追 究 し た い 理 由

・
・
・

○課題追究学習の計画を立ててみよう
時 調査・研究内容 調 査 方 法月日 曜（ ） 調査のねら い

○自己評価－自分の発表を評価してみよう

①資料を分析した内容を分かりやすく説明できた。 はい 普通 いいえ

②課題追究した結論を分かりやすく説明できた。 はい 普通 いいえ

③自分の課題とのつながりを分かりやすく説明できた はい 普通 いいえ

④発表にあたって、分かりやすい説明をするため
に工夫したこと。
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(ｳ) テストによる評価方法 〔倫理の評価計画表※２の事例〕

〔具体の評価規準及び評価の観点〕

「授業で取り上げていない題材をもとにした設問において、課題追究学習の成

果を踏まえて、多角的・多面的に考察している。」【思考・判断】

〔評価方法〕

テストの解答の点検・分析

〔留意事項〕

授業で取り上げた題材からの出題では、「知識・理解」を問う問題となるので、

授業で取り上げていない題材から出題をする。

問１は、資料１と資料２からわかる「本人」と「家族」に対する考え方の違い

について書かれていれば「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）とする。

さらに、二つのグラフの数値を比較して答えるなど特徴的なことを整理して書か

れていれば、「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価する。

問２は、資料１～４から、私たちの生活にどのような変化があったか書かれて

いれば「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）とする。さらに、具体的

な事例を取り上げ、課題追究学習で設定した課題につなげて考察した内容を解答

していれば、「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価する。

(3) 観点別評価の総括

ア 総括についての考え方

観点別学習状況の評価の総括としては、表１の①、②、③と表２の①、②の組合せ

による方法が考えられる。

○わが国では1997年６月に臓器移植法案が成立し、同年１０月より施行されています。次の脳死臓器移植に関する４つの
資料を見て、設問に答えなさい。

問１ 脳死による臓器の提供についての「本人の自分自身に対する考え方」と「家族の意思に対する本人の考え方」
の違いについて、資料１と資料２から、わかることを書きなさい。

問２ わが国では、臓器移植法案が成立し、脳死による臓器移植ができるようになりましたが、そのことで私たちの
生活にどのような変化があったと考えられるか、資料１～４を参考にあなたの考えを書きなさい。

資料１ あなたは脳死臓器移植の意思がありますか

項 目 ％
提供したい １６．０
どちらかといえば提供したい １６．５
どちらかといえば提供したくない １０．２
提供したくない ２５．２
どちらともいえない ２７．６
わからない ４．５

「臓器移植に関する世論調査」2000年 内閣総理大臣広報室

資料２ 家族の脳死臓器移植に対する意思を尊重しますか

項 目 ％
尊重する ４９．４
たぶん尊重する １９．４
おそらく尊重しない ４．９
尊重しない ４．６
そのときにならないとわからない ２１．７

「臓器移植に関する世論調査」2000年 内閣総理大臣広報室

資料４ 脳死を「人の死」と認めるか、心臓が停止した場合に限るべきか？

（朝日新聞社による世論調査 ※割合は四捨五入。質問文は一部省略してあります）

1997年５月24-25日 1999年５月22-23日

(臓器移植法案成立前) (脳死臓器移植２例目直後)

「脳死に関する世論調査の推移」より http://kodansya.cplaza.ne.jp

資料３ 脳死を「人の死」と認めるか。

（ＮＨＫの世論調査 １９８４年９月）
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イ 学期末及び学年末の評価への総括

ここでは、参考事例として、表１の③と表２の①の組合せで、観点別学習状況の評

価のＡを3点、Ｂを2点、Ｃを1点と点数化して、その平均点から評定を導き出す方

法を示す。

その際、平均点のど

こからを「５」とするか

といった区切りなどに

ついて、表３のように

事前に決めておくことが必要となる。また、評定への総

括の方法については、各学校において評価方法等を検討

し、適切に定めておくことが大切である。

表４は、「Ｈ１６公 ４」ページの政治・経済の評価

計画表に基づいて評価した事例であり、この中項目にお

ける各観点別学習状況の評価の平均を出している。

さらに、学年末の評定に総括するため、すべての中項

目の観点別学習状況の評価の平均を一覧にしたものが表

５である。この事例では、学年末の合計が47.7点で、そ

の平均は1.9875点となり、表３に当てはめると学年末の

評定は「３」ということになる。

表１

① 中項目ごとの観点別学習状況の評価から学年末の観点別学習状況の評価をし、その評価をもとに評
定に総括する方法

② 中項目ごとの観点別学習状況の評価から各学期の観点別学習状況の評価をし、その評価をもとに評
定に総括する方法

③ 中項目ごとの観点別学習状況の評価を数値化し、その数値をもとに評定に総括する方法

表３

観点別学習状況の評価の平均点 1～ 1.25～ 1.5～ 2.5～ 2.75～

評 定 １ ２ ３ ４ ５

表２

① 観点別学習状況の評価のＡを３点、Ｂを２点、Ｃを１点というように点数化し、その合計あるいは
平均から評定に総括する方法

② 観点別学習状況の評価におけるＡ、Ｂ、Ｃがどの程度の割合となっているかという出現率から評定
に総括する方法

表４

観点別学習
指導段階 状況の評価

関 思 技 知
ガイダンス Ａ

Ｂ

調べ学習と Ａ

中間発表会 Ｂ

Ｃ

ロールプ Ｂ

レイング Ｂ

Ｂ

Ｂ

反省会 Ｃ

まとめ Ｂ

Ａペーパーテスト

合計 6 5 5 9

平均 2.0 1.6 1.6 3.0

表５

観点別学習状況の評価の平均
大項目 中項目（内容のまとまりごと）

関 思 技 知

(1)現代の政治 ア 民主政治の基本原理と日本国憲法 1.6 1.8 1.9 2.3

イ 現代の国際政治 2.3 2.1 1.6 1.9

(2)現代の経済 ア 経済社会の変容と現代経済の仕組み 2.3 1.9 1.8 2.4

イ 国民経済と国際経済 3 2 1.9 1.7

(3)現代社会の ア 現代日本の政治や経済の諸課題 1.5 2 1.7 1.8

イ 国際社会の政治や経済の諸課題 2.0 1.6 1.6 3.0諸課題

小 計 12.7 11.4 10.5 13.1

合 計 47.7点

平均点 1.9875点


